
旅
館
で
素
顔
を
見
せ
る
ス
タ
ー

第
　

９
　

回

成功する業務マニュアルの作り方　⑨

Ｄ
Ｍ
Ｏ
経
営
モ
デ
ル
探
る

観
光
庁
　

検
討
会
で
ヒ
ア
リ
ン
グ

着
地
型
旅
行
業
、施
設
運
営
、売
店
で
事
業
収
入

旅
館
協
会
東
北
の

月
実
態
調
査

宿
泊
人
員
が
２
％
減
少

「
パ
ン
ダ
の
故
郷
へ
」

中
国
・
成
都
市
が
観
光
セ
ミ
ナ
ー

信州いいやま観光局

田辺市熊野ツーリズムビューロー

長崎国際観光コンベンション協会

外
国
人
客
に
人
気

旅
館
・
ホ
テ
ル
発
表

ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
跡
見
学
園
女
子
大
学
の
「
温
泉

と
保
養
」
講
義
で
、
女
性
が
温
泉

地
や
旅
館
で
働
く
心
得
を
伝
え
る

こ
と
を
目
的
に
、
東
京
上
野
に
あ

る
鷗
外
温
泉
水
月
ホ
テ
ル
鷗
外
荘

の
女
将
・
中
村
み
さ
子
さ
ん
に
ゲ

ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
負
債
を
抱
え

な
が
ら
女
将
と
な
っ
た
経
緯
、
う

れ
し
い
お
客
さ
ま
、
困
っ
た
お
客

さ
ま
、
女
将
の
日
常
を
お
話
し
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
に
は
、
両
親
に
結
婚
を

反
対
さ
れ
た
２
人
が
鷗
外
荘
を
結

納
の
席
に
選
ん
だ
話
が
あ
り
ま
し

た
。
年
月
が
た
ち
、
今
で
も
そ
の

夫
婦
の
ご
家
族
は
鷗
外
荘
の
顧
客

だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
温
泉
が
出

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
日
に
、
お

客
さ
ん
に
頭
を
下
げ
る
女
将
へ
、

怒
る
お
客
さ
ま
も
い
れ
ば
、
逆
に

女
将
の
立
場
を
思
い
女
将
へ
ね
ぎ

ら
い
の
言
葉
を
か
け
て
く
れ
た
お

客
さ
ま
も
い
る
。
そ
ん
な
さ
ま
ざ

ま
な
出
会
い
で
、
女
将
自
身
が
成

長
し
て
こ
ら
れ
た
、
実
に
示
唆
に

富
む
お
話
で
し
た
。

　
私
は
、女
将
の
話
を
拝
聴
し
な

が
ら
胸
が
熱
く
な
り
、何
度
も
涙

が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。日
々
、生
身
の

お
客
さ
ま
を
迎
え
る
こ
と
を
生
業

な
り
わ
い

と
す
る
旅
館
業
の
皆
さ
ん
は
、ど

ん
な
に
心
を
遣
わ
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。心
が
す
り
減
っ
て
し
ま
う

出
来
事
が
あ
っ
て
も
、笑
顔
で
お

客
さ
ま
を
迎
え
る
仕
事
は
貴
い
。

　
私
は
今
、温
泉
旅
館
に
滞
在
し

た
昭
和
の
政
治
家
、文
豪
、ス
タ
ー

た
ち
の
逸
話
を
取
材
し
て
い
ま

す
。

　
２
０
１
８
年
に
は
「
名
宰
相
が

愛
し
た
温
泉
」
「
文
豪
が
愛
し
た

温
泉
」
を
「
週
刊
新
潮
」
の
特
別

読
物
と
し
て
書
き
ま
し
た
。
岸
信

介
、
安
倍
晋
太
郎
、
安
倍
晋
三
総

理
の
三
代
が
通
っ
た
宿
。
田
中
角

栄
や
渡
辺
恒
三
が
語
ら
っ
た
座
敷

が
あ
る
宿
。
林
芙
美
子
や
夏
目
漱

石
、
開
高
健
な
ど
文
豪
が
こ
も
っ

た
宿
。
文
豪
は
懐
が
寒
い
時
で
も

贅ぜ
い

を
尽
く
す
こ
と
で
喜
び
を
得
る

生
き
物
で
あ
り
、
そ
ん
な
特
性
を

理
解
し
、
身
を
削
る
よ
う
に
執
筆

す
る
作
家
を
支
え
る
宿
の
主
・
女

将
の
姿
。

　
温
泉
旅
館
や
ホ
テ
ル
は
、
人
間

の
喜
怒
哀
楽
が
出
や
す
い
場
所
。

感
情
が
行
き
来
す
る
温
泉
旅
館
に

魅
了
さ
れ
て
、
私
は
こ
れ
を
テ
ー

マ
に
書
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

月

日
発
売
の「
週
刊
新
潮
」

に
も
、「
昭
和
の
ス
タ
ー
が
愛
し
た

温
泉
」を
書
い
て
い
ま
す
。石
原
裕

次
郎
、高
倉
健
、美
空
ひ
ば
り
な
ど

の
大
ス
タ
ー
が
旅
館
の
主
や
女
将

を
信
頼
し
て
見
せ
た
素
顔
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
つ
づ
り
ま
し
た
。

　
２
０
１
９
年
は
「
温
泉
」
「
旅

館
・
ホ
テ
ル
」
の
本
質
を
問
う
仕

事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
（
温
泉
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

　
　
　
　
　
　
　
※
月
２
回
掲
載

青木　康弘

〈〉

　
前
回
に
引
き
続
き
、
業
務
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
上
手
に
作
成
す
る

た
め
の
手
順
を
紹
介
し
よ
う
。

作
成
す
る
に
当
た
っ
て
重
要
と

な
る
ポ
イ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、

運
用
・
定
着
化
の
コ
ツ
も
紹
介

し
た
い
。

　
９
、
安
全
衛
生
管
理

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
は
客
室
係
、

調
理
係
を
中
心
に
経
験
の
浅
い

高
年
齢
者
の
労
働
災
害
が
起
き

や
す
い
。
そ
の
た
め
、
ス
タ
ッ

フ
の
安
全
と
健
康
管
理
、
快
適

な
職
場
環
境
づ
く
り
を
図
る
た

め
の
ル
ー
ル
を
周
知
徹
底
す
る

こ
と
が
重
要
だ
。
業
務
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
は
、
安
全
管
理
の
留
意

点
、
衛
生
管
理
の
留
意
点
、
食

中
毒
と
防
止
策
に
つ
い
て
ま
と

め
る
と
良
い
。

　
安
全
管
理
の
留
意
点
は
、職

場
で
危
険
と
感
じ
る
設
備
や
備

品
、場
所
、業
務
内
容
に
気
が
付

い
た
ら
早
め
に
上
司
に
報
告
す

る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
む
と
良

い
だ
ろ
う
。特
に
、館
内
の
段
差

や
設
備
の
故
障
は
労
働
災
害
の

原
因
と
な
り
や
す
い
。経
営
者

の
立
場
で
は
気
付
き
に
く
い
の

で
、ス
タ
ッ
フ
か
ら
報
告
し
て

も
ら
う
の
が
効
果
的
で
あ
る
。

　
衛
生
管
理
の
留
意
点
は
、
職

場
で
衛
生
的
で
な
い
と
感
じ
る

設
備
や
備
品
、
場
所
、
業
務
内

容
に
気
が
付
い
た
ら
、
早
め
に

上
司
に
報
告
す
る
こ
と
な
ど
を

盛
り
込
む
と
良
い
だ
ろ
う
。
安

全
管
理
と
同
様
に
、
不
衛
生
な

箇
所
は
経
営
者
の
立
場
で
は
気

付
き
に
く
い
。
食
中
毒
の
リ
ス

ク
が
あ
る
こ
と
を
分
か
っ
て
い

て
も
、
前
の
担
当
者
が
や
っ
て

い
た
や
り
方
を
そ
の
ま
ま
踏
襲

し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

　
ま
た
、
大
浴
場
の
不
衛
生
な

箇
所
や
設
備
故
障
に
気
付
い
て

い
な
が
ら
、
そ
の
ま
ま
放
置
し

た
た
め
に
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
が
発

生
し
、
営
業
休
止
に
追
い
込
ま

れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
衛
生
管

理
の
大
切
さ
を
理
解
し
、
気
付

い
た
ス
タ
ッ
フ
が
す
ぐ
に
報
告

す
る
よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
盛
り

込
ん
で
お
こ
う
。

　
食
中
毒
の
防
止
策
は
、
主
な

食
中
毒
の
種
類
と
感
染
経
路
、

症
状
を
箇
条
書
き
で
整
理
し
た

上
で
、
食
中
毒
を
防
止
す
る
た

め
の
対
策
（
身
だ
し
な
み
、
手

洗
い
、
体
調
管
理
）
、
感
染
し

た
と
思
わ
れ
る
際
の
対
処
法
な

ど
を
盛
り
込
む
と
良
い
だ
ろ

う
。
調
理
部
門
の
中
で
理
解
さ

れ
て
い
て
も
、
接
客
係
や
他
部

門
か
ら
ヘ
ル
プ
で
来
た
ス
タ
ッ

フ
に
周
知
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

食
中
毒
の
リ
ス
ク
は
高
ま
る
。

業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
盛
り
込

み
、
全
員
が
理
解
し
行
動
で
き

る
よ
う
徹
底
し
よ
う
。

　
（
ア
ル
フ
ァ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
代
表
取
締
役
）

（２２）第２９６８号 第３種郵便物認可 ２０１９年（平成３１年）１月１日（火曜日）

　
観
光
庁
の
「
世
界
水
準
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
（
座
長
・
矢
ケ
崎
紀
子
東
洋
大
学
国
際
観
光
学

部
国
際
観
光
学
科
教
授
）
の
第
３
回
会
合
が

月

日
に
開
か
れ
た
。
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
実
現
を
目
指
す
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
・
地
域
の
経
済
循
環
・
来
訪
者
の
経
験
価
値
の
向
上
」
を
テ
ー
マ
に
、
委
員
の
有
識
者
が
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
登
録
制

度
に
登
録
し
て
い
る
３
法
人
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

　
日
本
旅
館
協
会
東
北
支
部

連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、
会
員
旅
館
を
対
象
に
毎
月
実
施
し

て
い
る
宿
泊
実
態
調
査
の
２
０
１
８
年

月
の
結
果
を
ま

と
め
た
＝
表
。
回
答
旅
館
数

は

軒
。
東
北
６
県
の
合
計

で
は
、
宿
泊
人
員
が
前
年
同

月
比
２
・
１
％
減
、
売
り
上

げ
が
同
０
・
５
％
減
で
と
も

に
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
。

　
県
別
に
見
る
と
、
山
形
県

は
宿
泊
人
員
が
７
・
７
％
増
、

売
り
上
げ
が
５
・
６
％
増
と

前
年
同
月
の
実
績
を
上
回
っ

た
。
秋
田
県
は
宿
泊
人
員
が

４
・
８
％
増
だ
っ
た
が
、
売

り
上
げ
は
１
・
０
％
減
。
福

島
県
は
宿
泊
人
員
が
０
・
１

％
減
と
ほ
ぼ
前
年
並
み
で
、

売
り
上
げ
は
１
・
２
％
増
だ

っ
た
。
他
の
３
県
は
宿
泊
人

員
、
売
り
上
げ
の
両
方
が
前

年
同
月
の
実
績
に
届
か
な
か

っ
た
。

　

年
１
～

月
累
計
の
宿

泊
人
員
の
前
年
同
月
比
は
、

東
北
６
県
合
計
で
１
％
減
。

青
森
県
が
３
％
増
、
岩
手
県

が
１
％
増
、
秋
田
県
が
４
％

増
と
プ
ラ
ス
だ
っ
た
が
、
宮

城
県
が
５
％
減
、
山
形
県
が

４
％
減
、
福
島
県
が
２
％
減

と
な
っ
た
。

　

年
１
～

月
累
計
の
宿

泊
人
員
の
う
ち
外
国
人
に
限

る
と
、
東
北
６
県
合
計
で


％
増
。
山
形
県
以
外
は
前
年

同
月
の
実
績
を
上
回
っ
た
。

青
森
県
は

％
増
、
岩
手
県

は

％
増
、
秋
田
県
は
２
０

５
％
増
、宮
城
県
は

％
増
、

山
形
県
は
７
％
減
、
福
島
県

は

％
増
だ
っ
た
。

検
討
会
の
第
３
回
会
合
（

月

日
）

　
田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム

ビ
ュ
ー
ロ
ー

　
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
対
象
区
域

は
和
歌
山
県
田
辺
市
。
熊
野

古
道
を
含
む
「
紀
伊
山
地
の

霊
場
と
参
詣
道
」
の
世
界
遺

産
登
録
、
市
町
村
合
併
な
ど

を
契
機
に
２
０
０
６
年
４
月

に
発
足
、

年
５
月
に
一
般

社
団
法
人
化
。
欧
米
豪
の
Ｆ

Ｉ
Ｔ
（
個
人
客
）
を
メ
イ
ン

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
や
受
け
入
れ
態
勢
整
備

に
取
り
組
む
。

　
欧
米
豪
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
熊
野

古
道
を
歩
い
て
も
ら
う
に

は
、
宿
泊
、
２
次
交
通
、
ガ

イ
ド
な
ど
を
提
案
す
る
仕
組

み
が
必
要
と
し
て
第
２
種
旅

行
業
を

年
７
月
に
取
得
。

熊
野
エ
リ
ア
を
対
象
に
着
地

型
ツ
ア
ー
な
ど
を
販
売
し
、

決
済
機
能
を
持
つ
ウ
ェ
ブ
旅

行
予
約
シ
ス
テ
ム
も
運
用
し

て
い
る
。

　
着
地
型
旅
行
事
業
の
売
上

高
は

年
度
に
は
約
４
千
万

円
だ
っ
た
が
、
訪
日
外
国
人

の
利
用
が
右
肩
上
が
り
で
増

加
し
、

年
度
に
は
約
３
億

６
４
０
０
万
円
、

年
度
は

４
億
円
を
超
え
る
見
込
み
。

　
収
入
の
柱

は
、
着
地
型
旅

行
事
業
の
収
入

と
市
の
観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

委
託
料
（
年
間

約
３
千
万
円
）。

田
辺
市
熊
野
ツ

ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ

ー
ロ
ー
の
多
田

稔
子
会
長
は

「
旅
行
事
業
の

収
入
は
年
々
増

え
、
利
益
は
出

て
い
る
が
、
田

辺
市
か
ら
の
委

託
料
が
減
額
さ
れ
る
と
成
立

し
な
く
な
る
。
安
定
し
た
財

源
確
保
は
課
題
」
。
も
と
よ

り
利
益
最
優
先
で
な
く
、
地

域
振
興
に
軸
足
を
置
い
た
組

織
だ
が
、
観
光
消
費
に
伴
う

地
域
の
経
済
循
環
に
関
す
る

分
析
な
ど
も
今
後
の
課
題
と

い
う
。

　
信
州
い
い
や
ま
観
光
局

　
長
野
県
、
新
潟
県
に
ま
た

が
る
９
市
町
村
を
区
域
と
す

る
一
般
社
団
法
人
で
地
域
連

携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
。
北
陸
新
幹
線
・

飯
山
駅
開
業
を
好
機
と
し
て


年
４
月
に
発
足
。
自
然
体

験
な
ど
の
情
報
提
供
や
予
約

手
配
を
担
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た

「
飯
山
駅
観
光
交
流
セ
ン
タ

ー
」
で
観
光
案
内
を
行
う
ほ

か
、着
地
型
ツ
ア
ー
の
企
画
、

実
施
な
ど
を
担
っ
て
い
る
。

　
年
間
予
算
は
約
６
億
２
千

万
円
。
自
治
体
の
指
定
管
理

者
制
度
で
運
営
す
る
観
光
施

設
な
ど
の
売
り
上
げ
を
中
心

と
す
る
事
業
収
入
が
収
入
全

体
の
約
８
割
を
占
め
る
の
が

特
徴
。
他
の
収
入
は
自
治
体

か
ら
の
委
託
料
や
補
助
金
な

ど
。

　
新
幹
線
駅
の
開
業
に
よ
る

ア
ク
セ
ス
の
向
上
、
里
山
を

歩
く
信
越
ト
レ
イ
ル
や
ス
キ

ー
な
ど
の
人
気
で
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
も
増
加
。
９
市
町
村
の

外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は


年
度
が
約
５
万
６
千
人
泊
だ

っ
た
が
、

年
度
に
は
約


万
３
千
人
泊
に
増
加
し
た
。

　
信
越
ト
レ
イ
ル
で
は
、
外

国
人
向
け
ツ
ア
ー
の
販
売
を

担
当
。
訪
日
旅
行
商
談
会
へ

の
参
加
、
英
語
サ
イ
ト
の
作

成
に
よ
っ
て
海
外
旅
行
会
社

の
商
品
造
成
に
つ
な
が
っ
た

事
例
も
あ
る
。
信
州
い
い
や

ま
観
光
局
の
柴
田
さ
ほ
り
氏

は
「
訪
日
外
国
人
の
消
費
額

は
高
い
が
、
い
か
に
伸
ば
す

か
。
海
外
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
か

ら
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

機
能
を
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
日
々
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
担
う
人
材
の
確
保
が
課

題
」
と
語
っ
た
。

　
長
崎
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会

　
長
崎
市
を
対
象
区
域
と
す

る
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
。
観
光
客
数

な
ど
は
順
調
だ
が
、
延
べ
宿

泊
者
数
や
リ
ピ
ー
ト
率
に
は

課
題
も
あ
る
。
長
崎
国
際
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の

外
園
秀
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
本
部

長
兼
事
務
局
長
は
「
長
崎
観

光
が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
進

む
に
は
、
『
循
環
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
』
の
構
築
が
不

可
欠
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
自
ら

稼
ぐ
、
事
業
者
支
援
、
ス
ト

レ
ス
フ
リ
ー
の
環
境
づ
く
り

―
の
三
つ
の
視
点
で
取
り
組

ん
で
い
る
」
と
説
明
し
た
。

　
「
自
ら
稼
ぐ
」
で
は
、


年
度
予
算
約
６
億
８
千
万
円

の
う
ち
約
６
割
に
当
た
る
約

４
億
円
を
事
業
収
入
で
ま
か

な
っ
て
い
る
。
事
業
収
入
は

観
光
施
設
の
売
店
や
企
画
商

品
な
ど
の
売
り
上
げ
。
売
店

収
入
約
２
億
２
千
万
円
に
つ

い
て
は
、
市
内
の
業
者
か
ら

の
商
品
調
達
を
重
視
す
る
。

　
「
事
業
者
支
援
」
で
は
、

地
元
の
「
そ
の
ぎ
茶
」
を
生

か
し
た
事
業
者
の
商
品
開
発

を
支
援
し
、
海
外
向
け
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
展
開
し

た
。
観
光
庁
の
支
援
事
業
の

導
入
に
よ
り
多
様
な
事
業
者

を
連
携
さ
せ
た
夜
間
の
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
育
成
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
「
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
の
環

境
づ
く
り
」
で
は
、
外
国
人

旅
行
者
の
受
け
入
れ
環
境
整

備
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
誘
致
・
受

け
入
れ
態
勢
の
強
化
な
ど
に

注
力
し
て
い
る
。【
向
野
悟
】

　
中
国
の
成
都
市
観
光
局
は


月

日
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
東
京
（
東
京
都
新

宿
区
）で「
観
光
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
い
た
。
同
局
の
多
央
娜

姆
局
長
が
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ

ン
ダ
の
生
息
地
や
三
国
志
ゆ

か
り
の
地
な
ど
、
同
市
の
見

ど
こ
ろ
を
日
本
の
旅
行
業
者

ら
に
Ｐ
Ｒ
し
た
＝
写
真
。

　
成
都
市
は
四
川
省
の
省
都

で
、
人
口
１
６
０
０
万
人
。

三
国
志
に
登
場
す
る
国
の
一

つ
、
蜀
（
し
ょ
く
）
の
都
で

知
ら
れ
、
同
国
を
建
国
し
た

劉
備
と
、
劉
備
に
仕
え
た
諸

葛
亮
を
ま
つ
る
「
武
候
祠
」

や
、
詩
人
の
杜
甫
が
暮
ら
し

た
「
杜
甫
草
堂
」
が
有
名
。

　
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
な

ど
希
少
動
物
の
研
究
や
繁
殖

を
行
う
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ

ン
ダ
繁
殖
研
究
基
地
」
も
観

光
地
と
し
て
人
気
が
高
い
。

　
麻
婆
豆
腐
に
代
表
さ
れ
る

四
川
料
理
も
有
名
で
、
こ
れ

ら
を
味
わ
え
る
「
四
川
フ
ェ

ス
」が

年
４
月
７
、８
日
、

東
京
の
新
宿
中
央
公
園
で
開

催
。
期
間
中
７
万
人
が
集
ま

っ
た
。
フ
ェ
ス
は

年
も
４

月
に
同
じ
場
所
で
開
催
さ
れ

る
予
定
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
中
国
駐
東

京
観
光
代
表
処
の
王
偉
首
席

代
表
、
四
川
フ
ェ
ス
の
開
催

に
尽
力
し
た
木
本
広
行
・
新

宿
区
議
会
議
員
ら
が
あ
い
さ

つ
し
た
。

　
旅
行
サ
イ
ト
の
ト
リ
ッ
プ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
こ
の
ほ

ど
、
過
去
１
年
間
に
同
サ
イ

ト
上
に
日
本
語
以
外
で
投
稿

さ
れ
た
口
コ
ミ
を
も
と
に

「
外
国
人
に
人
気
の
日
本
の

ホ
テ
ル
と
旅
館
２
０
１
８
」

の
上
位

位
を
発
表
し
た
。

　
旅
館
は
１
位
が
星
の
や
東

京（
東
京
都
千
代
田
区
）、２

位
が
日
の
出
屋（
静
岡
県
伊

東
市
）、３
位
が
料
理
旅
館
白

梅（
京
都
市
）。ホ
テ
ル
は
１

位
が
ク
ラ
ブ
メ
ッ
ド
北
海
道

ト
マ
ム（
北
海
道
占
冠
村
）、

２
位
が
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル

ト
ン
東
京（
東
京
都
港
区
）、

３
位
が
大
阪
マ
リ
オ
ッ
ト
都

ホ
テ
ル（
大
阪
市
）。

　
旅
館
の
３
位
以
下
の
結
果

は
次
の
通
り
。

　
④
嵐
山
辨
慶（
京
都
市
）⑤

島
屋
旅
館（
長
野
県
山
ノ
内

町
）⑥
旅
館
藤
乙（
長
野
県
南

木
曽
町
）⑦
み
や
じ
ま
の
宿

岩
惣（
広
島
県
廿
日
市
市
）⑧

陽
気
館（
静
岡
県
伊
東
市
）⑨

四
万
温
泉
柏
屋
旅
館（
群
馬

県
中
之
条
町
）⑩
京
町
家
楽

遊
堀
川
五
条（
京
都
市
）⑪
若

草
の
宿
丸
栄（
山
梨
県
富
士

河
口
湖
町
）⑫
お
宿
山
久（
岐

阜
県
高
山
市
）⑬
旅
館
澤
の

屋（
東
京
都
台
東
区
）⑭
星
野

リ
ゾ
ー
ト
青
森
屋（
青
森
県

三
沢
市
）⑮
亀
清
旅
館（
長
野

県
千
曲
市
）⑯
京
屋
旅
館（
名

古
屋
市
）⑰
霧
の
郷
た
か
は

ら（
和
歌
山
県
田
辺
市
）⑱
京

料
理
京
の
宿
坂
の
上（
京
都

市
）⑲
京
の
宿
北
海
館
お
花

坊（
同
）⑳
お
や
ど
古
都
の
夢

（
岐
阜
県
高
山
市
）


